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第一回報恩寺お楽しみ会・演奏会プログラム

第一部 一般の部（演奏・披露）

ピアノ連弾 sing sing sing 牧野沙羅 ・中西菜々香

ピアノ弾き語り 糸 ・花は咲く 佐藤省三

ソプラノ独唱 浜辺の歌・母・初恋 日種貞子

サックスアンサンブル サテンドール 津村政夫（テナー）
カントリーロード 野島幸一郎（テナー）

今井徹男（アルト）
鈴木久美子先生（アルト）

（休憩）

大正琴(和佳の会) みかんの花咲く丘 山本信子・山本泰子
野に咲く花のように 草田明子・赤井志美
いい日旅立ち 藤原文子・森田純子
いい湯だな 赤井美恵子・阪本和佳子

三味線（藤栄会） 祇園小唄 廣瀬征子
シャンシャン馬道中歌 濱ノ園アツ子
米節 小西イツ子
佐渡おけさ 秋山スミ子
稗搗節（ひえつきぶし） 平井由紀子
伊勢音頭 竹ノ内恵美子

岩城久乃

日本舞踊 長良川艶歌 中森清美
滝の白糸
おてもやん（熊本民謡）

第二部 サクソフォーンコンサート 津村美妃先生

LOVE
Lemon
時に流れに身をまかせ
情熱大陸
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糸 中島みゆき （１９９２）

（前奏）

１ 何故めぐり逢うのかを 私達は何も知らない
何時めぐり逢うのかを 私達はいつも知らない
どこに居たの 生きてきたの 遠い空のした
ふたつの物語
縦の糸はあなた 横の糸はわたし
おりなす布は いつか誰かを
暖めうるかもしれない
（間奏）

２ 何故いきてゆくのかを
迷った日のあとのささくれ
夢追いかけ走って
ころんだ日のあとのささくれ
こんな糸が 何になるの 心もとなくて
ふるえてた風の中
縦の糸はあなた 横の糸はわたし
おりなす布は いつか誰かの
傷をかばうかもしれない
縦の糸はあなた 横の糸はわたし
あうべき糸に 出逢えることを
ひとはしあわせとよびます
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花は咲く （東日本大震災復興支援歌）（２０１２）

（前奏）
１ 真っ白な雪道に 春風かおる 私は懐かしい

あの街を思い出す
かなえたい夢もあった 変わりたい自分もいた
今はただ懐かしい あの人を思い出す
誰かの歌が聞こえる 誰かをはげましてる
誰かの笑顔がみえる 悲しみの向こう側に
花は花は花は咲く いつか生まれる君に
花は花は花は咲く 私は何を残しただろう

（間奏）

２ 夜空の向こうの 朝の気配に 私は懐かしい
あの日々を思い出す
傷ついて傷つけて 報われず泣いたりして
今はただ愛おしい あの人を思い出す
誰かの想いが見える 誰かと結ばれてる
誰かの未来が見える
悲しみの向こう側に
花は花は花は咲く いつか生まれる君に
花は花は花は咲く 私は何を残しただろう
花は花は花は咲く いつか生まれる君に
花は花は花は咲く 私は何を残しただろう
花は花は花は咲く いつか生まれる君に
花は花は花は咲く いつか恋する君のために
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浜辺の歌（独唱）作詩：林古渓 作曲：成田為三

あした浜辺を さまよえば
昔のことぞ しのばるる
風の音よ 雲のさまよ
寄する波も 貝の色も

ゆうべ浜辺を もとおれば
昔の人ぞ しのばるる
寄する波よ かえす波よ
月の色も 星のかげも

※「もとおれば」・・・「廻る（もとおる）」。辺りを歩いてうろうろと移
動すること。
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母（独唱） 作詞者：竹久夢二 作曲者：小松耕輔

ふるさとの 山の明け暮れ
みどりのかどに たちぬれて
いつまでも われ待ちたまう
母は かなしも

幾山河 とおくさかりぬ
ふるさとの みどりのかどに
いまもなお 我待つらむか
母は とおしも

※ 画家・竹久夢二が、故郷・岡山の母を偲ん
で作った詩です。

画：竹久夢二 「黒船屋」

- 6 -

（皆さんご一緒に）
砂山の砂に 砂にはらばい
初恋のいたみを
遠くおもい出（い）ずる日

（先生の独唱）
初恋のいたみを 遠く遠く
ああ おもい出ずる日

（皆さんご一緒に）
砂山の砂に 砂にはらばい
初恋のいたみを
遠くおもい出ずる日

※函館の大森浜に腹這い、遠い昔の妻節子との初恋のと
きを思い出して歌った歌と解釈されています


